
　

昨
秋
、
あ
し
た
の
み
ど
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

花
壇
づ
く
り
支
援
で
、
園
舎
の
西
側
に
あ
る

植
栽
ス
ペ
ー
ス
に
花
壇
を
整
備
し
た
宮
城
教

育
大
学
附
属
幼
稚
園
。
花
壇
づ
く
り
で
は
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
協
力
者
で
花
壇
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
考
え
た
「
花
と
緑
の
力
で
3.
11
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
花
プ
ロ
）」
の
鎌
田
秀
夫
さ
ん

と
市
民
グ
ル
ー
プ
「
杜
の
花
パ
レ
ッ
ト
」
の
皆

さ
ん
が
土
台
づ
く
り
を
担
当
。
周
囲
を
レ
ン

ガ
で
囲
ん
で
盛
り
土
を
し
、
ふ
か
ふ
か
に
な
っ

た
と
こ
ろ
に
、
園
児
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
が

花
苗
や
球
根
を
植
え
、
に
ぎ
や
か
な
花
壇
が

完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
作
業
か
ら
お
よ
そ
半

年
が
経
過
。
待
望
の
春
を
迎
え
た
花
壇
は
、

ツ
ゲ
な
ど
の
樹
木
を
取
り
囲
む
よ
う
に
ビ
オ

ラ
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
競
い
、
心
和
む
春

の
風
景
を
描
き
ま
し
た
。

　

花
曇
り
の
空
が
広
が
っ
た
4
月
25
日
、
色

と
り
ど
り
の
花
が
咲
い
た
花
壇
に
園
児
と
保

護
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
昨
秋
の
作
業
以
降

も
花
壇
を
見
守
り
続
け
て
き
た
保
護
者
の
皆

さ
ん
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
土
い
じ
り
が
好
き

な
方
々
が
中
心
と
な
り
、
草
取
り
や
花
が
ら

摘
み
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
水
野
裕
也
園
長
は
「
花
プ
ロ
や
市

民
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
ご
指
導
い
た
だ
き

な
が
ら
、
み
ん
な
で
造
り
上
げ
た
花
壇
で
す

の
で
愛
着
も
ひ
と
し
お
で
す
。
冬
場
は
小
さ

か
っ
た
ビ
オ
ラ
も
今
や
地
面
を
覆
う
ほ
ど
の

勢
い
で
、
改
め
て
花
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

宮
城
教
育
大
学
附
属
校
と
し
て
来
客
も
多
い

同
園
。
新
し
く
な
っ
た
花
壇
を
見
て
「
き
れ

い
に
咲
い
て
い
ま
す
ね
」
と
声

を
か
け
ら
れ
る
機
会
も
増
え
ま

し
た
。
前
回
の
作
業
で
新
た
に

整
備
し
た
レ
ン
ガ
の
ス
テ
ッ
プ

は
、
園
児
た
ち
の
お
気
に
入
り

の
散
歩
コ
ー
ス
。
登
降
園
時
に

は
保
護
者
と
手
を
つ
な
ぎ
な
が

ら
ス
テ
ッ
プ
を
歩
く
園
児
の
姿

も
あ
り
、
み
ん
な
の
人
気
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

花
壇
づ
く
り
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
園
児
の

せ
き
の
か
ん
な
さ
ん
も
「
花
壇
の
中
の
ス
テ
ッ

プ
を
歩
く
の
が
好
き
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

ひ
る
ま
あ
お
い
さ
ん
も
「
好
き
な
黄
色
の
花

が
咲
い
て
く
れ
て
う
れ
し
い
」
と
花
壇
へ
の

思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
花
壇
以
外
に
も
寄
せ
植
え
プ
ラ
ン

タ
ー
を
作
っ
た
り
、
種
か
ら
植
物
を
育
て
る

な
ど
、
普
段
か
ら
花
や
み
ど
り
と
の
触
れ
合

い
を
遊
び
の
一
つ
と
し
て
楽
し
ん
で
い
る
園
児
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桜
の
名
所
や
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
西
公
園
。
公
園
東
側
の
木
立
ち
沿

い
に
続
く
「
花
の
歩
話
人
（
ほ
わ
っ
と
）
ロ
ー
ド
」

は
、
春
に
は
た
く
さ
ん
の
ス
イ
セ
ン
が
咲
き
、

訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
き
ま
し
た
。

　

2
0
1
9
年
に
約
1
万
個
の
球
根
が
植
え
ら

れ
ま
し
た
が
、
元
々
日
当
た
り
が
良
く
な
い
上

に
、
夏
の
猛
暑
な
ど
の
影
響
で
生
育
不
良
の
球

根
が
増
え
、
花
付
き
が
ま
ば
ら
な
状
態
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
昨
年
11
月
、
あ
し
た
の
み
ど
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
ス
イ
セ
ン
の
再
生
を
目
指

す
作
業
を
支
援
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
協
力
者
で

「
花
と
緑
の
力
で
3.
11
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
花
プ

ロ
）」
の
鎌
田
秀
夫
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
球
根

を
掘
り
起
こ
し
て
土
壌
改
良
を
行
い
、
再
び
球

根
を
植
え
付
け
ま
し
た
。作
業
に
は
歩
話
人
ロ
ー

ド
の
維
持
管
理
を
行
う
市
民
グ
ル
ー
プ
「
西
公

園
を
遊
ぼ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
や
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
35
人
が
集
ま
り
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

桜
が
見
頃
を
迎
え
た
4
月
16
日
、
歩
話
人

ロ
ー
ド
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
よ
う
と
西
公
園

を
遊
ぼ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
5
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。
昨
年
の
作
業
か
ら
約
5
カ
月
が

経
ち
、
歩
話
人
ロ
ー
ド
に
は
ス
イ
セ
ン
の
芽
が

所
狭
し
と
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。
中
に

は
30
㌢
ほ
ど
に
成
長
し
、
大
輪
の
花
を
咲
か
せ

た
株
も
あ
り
ま
す
。「
ス
イ
セ
ン
の
赤
ち
ゃ
ん
が

芽
を
出
し
て
い
ま
す
。
踏
ま
な
い
で

ね
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
手
作
り

の
看
板
も
掲
げ
ら
れ
、
大
切
に
管
理

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
白
川
由
利
枝

さ
ん
は
「
昨
秋
の
植
え
付
け
作
業
の

後
に
、
も
う
一
度
、
メ
ン
バ
ー
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
は
球
根
が
ま
だ
充
実
し

て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
開
花
が
期
待
で
き
な

い
株
も
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
芽
の
数
は

昨
春
の
倍
以
上
に
な
り
、本
当
に
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
」と
成
果
を
喜
ん
で
い
ま
す
。今
後
は
、

隔
月
１
回
の
追
肥
や
定
期
的
な
雑
草
取
り
な
ど

を
行
う
こ
と
を
メ
ン
バ
ー
間
で
取
り
決
め
、
来

春
以
降
の
よ
り
多
く
の
開
花
を
目
指
し
ま
す
。

　

花
や
み
ど
り
を
介
し
、
人
々
が
散
策
や
会
話

を
楽
し
む
小
道
と
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込

め
て
名
付
け
ら
れ
た
花
の
歩
話
人
ロ
ー
ド
。
前

回
の
あ
し
た
の
み
ど
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
記
事
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
知
り
、
そ
の
後
、
草

取
り
や
水
や
り
な
ど
の
作
業
に
加
わ
っ
た
市
民

も
い
て
、
そ
の
名
前
の
通
り
、
花
を
介
し
た
新

た
な
交
流
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
、「
ア
ナ
ベ
ル
」
と
い
う
白
い
ア
ジ
サ
イ
や

ギ
ボ
ウ
シ
な
ど
が
見
頃
と
な
り
、
涼
や
か
な
夏

の
風
景
を
描
き
ま
す
。

　
「
こ
の
道
を
の
ん
び
り
と
歩
い
て
も
ら
い
、

木
々
や
草
花
を
眺
め
、
心
を
癒
し
て
ほ
し
い
」

と
話
す
白
川
さ
ん
。
開
園
か
ら
今
年
で
1
5
0

年
を
迎
え
た
西
公
園
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
も

触
れ
、
近
隣
で
活
動
す
る
団
体
と
一
緒
に
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
な
ど
、
情
報
発
信
を
含

め
た
今
後
の
活
動
に
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
あ
し
た
の
み
ど
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

み
ど
り
豊
か
な
杜
の
都
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

願
い
、
市
民
一
人
一
人
に
み
ど
り
が
も
た
ら
す
潤

い
や
交
流
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
、
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

きれいに咲きそろったビオラやチューリップを前に、思い思いのポーズで記念撮影。保護者の皆さんも草取りなどのメンテナンスをサポートしています

花壇に設けたレンガのステップは、人気のお散歩コースになりました花壇のお散歩を楽しんでいる、ひるまあおいさん（左）と、せきのかんなさん

草
花
を
思
い
や
る

気
持
ち
が
子
ど
も
た
ち
の

心
の
成
長
に

み
ん
な
で
造
り
上
げ
た

花
壇
が
描
く

心
和
む
春
の
風
景

西
公
園
の
花
の
名
所

「
花
の
歩
話
人
ロ
ー
ド
」の

ス
イ
セ
ン
を
元
気
に

昨
春
か
ら
芽
の
数
が
倍
増

活
動
を
知
り
、作
業
に

加
わ
る
市
民
も

の
皆
さ
ん
。

　

水
野
裕
也
園
長
は
、「
昨
年
の
作
業
で
は

球
根
も
植
え
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
は
土

の
上
は
歩
か
ず
に
ス
テ
ッ
プ
の
上
を
歩
い
て
ね

と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
小
さ
な

命
を
気
遣
う
こ
と
も
、
友
だ
ち
や
家
族
を
思

い
や
る
気
持
ち
や
心
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

今
後
は
夏
に
向
け
ラ
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
が
見

頃
を
迎
え
る
花
壇
。
色
彩
豊
か
な
季
節
の
草

花
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
も
園
児
の
健
や
か
な

成
長
や
人
び
と
の
新
た
な
交
流
を
育
ん
で
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
と

人
々
の
新
た
な
交
流
を
育
む
花
壇

宮
城
教
育
大
学
附
属
幼
稚
園

季
節
の
花
々
が
誘
う

安
ら
ぎ
と
会
話
が
生
ま
れ
る
小
道

西
公
園
を
遊
ぼ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

春の訪れを待ちわびていた、西公園を遊ぼうプロジェクトのメンバーの皆さん

「これからどんなお花が咲くのかな？」肉球型のステップの上で、楽しくおしゃべり

球根の成長を目指し、草取りや追肥などのメンテナンスを定期的に行っています

「花やみどりとのふれあいが、園児の心の
成長や親子の交流のきっかけになれたら
うれしい」と語る水野裕也園長

西公園の多彩な魅力に触れ、今後の
活動にも意欲的な西公園を遊ぼうプロジェクト
代表の白川由利枝さん

幼芽保護のために、手作りの看板を設置。その甲斐あって、
日当たりの良い場所では、スイセンが元気に咲き揃いました

歩話人ロードのほか、チューリップなど
春の花が咲く花壇もみんなで管理

地
域
や
学
校
、み
ん
な
で
つ
く
り
育
て
る
憩
い
の
場
所
へ
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市
民
・
企
業
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、
杜
の
都
の
み
ど
り
を
未
来
に
つ
な
い
で

い
く
こ
と
を
目
的
に
河
北
新
報
社
が
展
開
す
る
「
あ
し
た
の
み
ど
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。

2
0
0
9
年
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
今
年
で
17
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
、
本
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
昨
年
、
花
壇
づ
く
り
支
援
を
行
っ
た
幼
稚
園
と
市
民
グ
ル
ー
プ
の
そ
の
後
の

活
動
と
、
待
ち
望
ん
で
い
た
春
の
花
壇
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

花
と
み
ど
り
が
も
た
ら
す

会
話
と
歓
び
の
時
間
を
共
に

広葉樹を植栽したエリアの除草が終わり、
記念撮影（海岸公園岡田砂原地区で）

5
月
22
日
㈭ 

6
月
13
日
㈮
・
6
月
19
日
㈭

東
北
学
院
高
等
学
校

育樹
活動

育樹サポーターの説明を受けながら、除草を行う
参加者（海岸公園岡田砂原地区で）

5
月
18
日
㈰ 

・
6
月
21
日
㈯

育
樹
会

育樹
活動

仙台市内の小学生が育樹体験で種まきをした
ポット苗の除草に集中する学生たち

東
北
大
学  

5
月
10
日
㈯

育樹
活動

毎年、硬式野球部の１年生と監督、保護者たちが
手入れを行っている（海岸公園荒浜南官林で）

仙
台
第
一
高
等
学
校  

6
月
8
日
㈰

育樹
活動

第一回
グリーン

インフラ大賞
受賞

百年の杜づくり
仙　台　市

９：００～１２：００ 育樹作業（時間内参加・解散自由）時間

高砂中央公園西側「見晴らしの丘」周辺会場

同時開催 自然に親しむミニイベント
１０：３０～１１：３０（先着15名、当日９時より現地にて受付）

第46回育樹会／開催日9月20日●土
クラフト体験などミニイベント 

第47回育樹会／開催日10月18日●土
クラフト体験などミニイベント 

小学生・中学生ボランティア大募集!
ボランティア活動参加証明書を発行!

みんなで
みどりを
育てよう！

育樹会持ち物／汚れてもよい服装、帽子、手袋、長靴、飲み物、タオル
虫対策のため帽子・長袖・長ズボンを着用してください

ふるさとの杜再生プロジェクトに関するお問い合わせは、仙台市建設局百年の杜推進課 022-214-8392  メール：ken010242@city.sendai.jp

仙台ふるさとの杜再生プロジェクト育樹活動
のようす

プロジェクトの目的・目標
　東日本大震災で失われたみどりの再生に加え、復興の過程で
生まれる新しいみどり（=ふるさとの杜）を市民協働で植え育て
ることで、やがて防災や環境保全の機能を持つ東部地域固有の
風景を再生し、市民の暮らしに根差したみどりを創造します。
　また再生した「ふるさとの杜」を活用し、レクリ
エーションや文化活動を行うことで市民の心のふる
さととなることを目指します。 仙台ふるさとの杜

再生プロジェクト連絡会議ホームページ

育樹会
30分からできる「ちょいボラ」

参加費無料 各回事前申込不要

育樹会事務局：海岸公園センターハウス 
TEL：022-288-4021
（9：00～17：00、火曜日休館）

※荒天の場合は翌日に順延となりま
す。開催の可否は海岸公園センター
ハウスblogで当日ご確認ください。➡

N

育樹会場

水族館

駐車場

整備中

野球場

芝生広場運動広場

エントランス広場

デイキャンプ場

見晴らしの丘

テニスコート

遊びの広場

　仙台市内を拠点とする、町内会、幼稚園・保育所、学校、地域の
非営利団体などで、植樹や花壇づくりなどの支援を希望する団体
を募集します。地域に花やみどりを育むために活動する、皆さま
からのご応募をお待ちしています。

みどりを
育てよう!

５０年後も1００年後も、杜の都のみどりと広瀬川の自然を未来につなげ、
一人一人に、みどりを育む活動を広げることを目指し展開します。

2025あしたのみどりキャンペーン
本日スタート!  12月31日（水）まで

「植樹・花壇づくり支援」希望団体 募集

「杜と水辺」を守る活動を応援

あしたのみどりキャンペーンWEB
サイトの応募フォームから、必要事項を
入力の上ご応募ください。

応募
方法

応募期間：7月31日（木）まで
植樹・花壇づくり支援

実施時期：9～11月（予定）
実施数：1、2カ所を予定

応募には条件があります。
詳しくは、WEBサイトでご確認ください。

河北新報社営業局業務推進部 TEL…0570-093746
受付時間…10：00～17：00（土・日・祝日は除く）

お問い合わせ先

https://www.a-midori.jp
WEBサイトはこちら あしたのみどり 検 索

あしたのみどりキャンペーンWEBサイト
の投稿フォームから必要事項を入力し、
画像を添付の上、投稿してください。

応募
方法

応募期間：10月31日（金）まで
公開期間：6月27日（金）～12月31日（水）

みどりを
楽しもう!わたしの好きな「みどりのある風景」 募集

花ごころの湯 新富亭
ペア宿泊券…1組様

※詳しくは、WEBサイ
トをご覧ください。

全国共通すし券
2，000円分…5名様

サッポロサワー 氷彩1984
1ケース（350㎖缶 24本入）…5名様
※20歳未満の方は抽選対象外となります。

投稿いただいた方には
抽選で

プレゼントが当たる
チャンスも!

期間中ご応募いただいた
情報を随時公開！

　宮城県内で、あなたの好きな公園、森林、水辺、田畑、緑地、公共施設、民間施設、道路、街角、一
般家庭、その他で、みどりや花などがあるお気に入りの場所の情報を、画像データにコメントを添え
て投稿してください。お寄せいただいた情報は、あしたのみどりキャンペーンのWEBサイト内およ
び一部を河北新報紙面で紹介させていただきます。

みん
なで

投稿し
よう
!!



一般協賛

企画協賛

花と緑の提案企業

エクステリア＆ガーデン

日本三景松島を望む四季の美しさ

順不同

「杜と水辺」の魅力を知り、未来のためにできることを
　1601年、伊達政宗公は、広瀬川の流れにより形成された自然崖を
天然の要害として仙台城を築きました。そして広瀬川から取水した四
ツ谷用水を城下に巡らせるなど、人々の暮らしと屋敷林などのみどり
を育んできました。広瀬川は市中心部を流れる都市河川でありなが
ら、現在も荒 し々い自然崖と豊かな河岸のみどりが調和する景観を残
しています。
　杜の都仙台のシンボルとして、市民に親しまれている広瀬川の景観

や自然環境を後世につなぐことを目指し、仙台市は2005年（平成17
年）に「広瀬川創生プラン」を策定しました。そして今年、次期プラン
（2025-2034）に改定予定。取り組み内容の充実やプラン推進体制の
見直しを行うほか、新たに「仙台市ダイバーシティ推進指針」の観点を
加え、市民協働による環境保全や安全安心な川づくり、新たな魅力の
創出などに取り組むこととしています。市民の皆さんもみどりに親しみ、
杜の都の未来を守り創るために、今できることから始めてみませんか。

　1601年、伊達政宗公は、広瀬川の流れにより形成された自然崖を
天然の要害として仙台城を築きました。そして広瀬川から取水した四
ツ谷用水を城下に巡らせるなど、人々の暮らしと屋敷林などのみどり
を育んできました。広瀬川は市中心部を流れる都市河川でありなが
ら、現在も荒 し々い自然崖と豊かな河岸のみどりが調和する景観を残
しています。
　杜の都仙台のシンボルとして、市民に親しまれている広瀬川の景観

や自然環境を後世につなぐことを目指し、仙台市は2005年（平成17
年）に「広瀬川創生プラン」を策定しました。そして今年、次期プラン
（2025-2034）に改定予定。取り組み内容の充実やプラン推進体制の
見直しを行うほか、新たに「仙台市ダイバーシティ推進指針」の観点を
加え、市民協働による環境保全や安全安心な川づくり、新たな魅力の
創出などに取り組むこととしています。市民の皆さんもみどりに親しみ、
杜の都の未来を守り創るために、今できることから始めてみませんか。

仙台の奥座敷／秋保温泉
あきう

主催／河北新報社　協力／仙台市

本キャンペーンは、ご覧の各社・団体の協賛により実施しています。

大橋の先は、仙台城登城路へとつながるみどり豊かな青葉山公園

大手門脇櫓の東、広瀬川に架かる大橋を渡ると市中心部が広がる

青葉区大手町から見た広瀬川。大橋を渡った対岸（写真左）は、仙台国際センターや
仙台市博物館、仙臺緑彩館などが並ぶ青葉山公園

2025


